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失敗事例のタイトル  
	
 塩酸コンデンサーの水素脆化 

一次原因（材料要素）  
	
 水素脆化 

機種  
	
 コンデンサー 

部品  
	
 コンデンサー本体 

材料  
タンタル	
 Ta 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
  オキシ法塩ビモノマー製造プロセスで、高温 (200℃) の未反応塩化水素ガスを冷却する Ta 製クーラーが 1
ヶ月足らずの使用で激しい割れを発生して使用不可能となった。 

調査内容とその結果  
	
 使用前の Ta 中に存在していた H2 含有量は僅か 1 ppm であったのが、損傷した Ta 中の H2 量を測定した
結果、数 1000 ppm が検出された。 

損傷発生のシナリオ  
	
 塩ビモノマー製造プロセスで、濃塩酸を扱う関係上 Ta 製のクーラーを用いていた。ところが 1 ヶ月足らず
の使用で、基材 Fe と Ta との間に濃塩酸が侵入したのか、あるいはクーラ－配管のグラスライニングの破損に
基づくかは不明であるが、濃塩酸中での Feと Ta との接触作用により Ta 中に水素が侵入して著しい水素脆化
割れを生じた（付図）。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
(1) 700℃、1 hr の熱処理により吸蔵水素を脱気除去して延性を回復させる。 
(2) Feと Ta との間に液が侵入しないようにする。そのため配管などのグラスライニングの破損はないよう

にする。 
(3) H2過電圧の小さい Ptなど貴金属小片を Taに接続させる。  

教訓  
	
 強酸中で Taを Fe と接触した状態に置くと、Ta は著しい水素脆化を生ずる。 

備考  
 

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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